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く
ら
し
コ
ー
プ
の
設
立
目
的

を
振
り
返
る

20
年
前
の
４
月
21
日
、
任

意
団
体
と
し
て
「
京
都
高
齢

者
協
同
組
合
・
く
ら
し
コ
ー

プ
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
名
に
「
協
同
組
合
」
の

名
称
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、

協
同
組
合
の
認
可
を
受
け
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ

し
て
、
２
０
１
４
年
、

さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
の
中
か

ら
生
活
協
同
組
合
（
生
協
）

法
人
の
認
可
を
受
け
「
京
都

高
齢
者
生
活
協
同
組
合
く
ら

し
コ
ー
プ
」
と
し
て
、
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

討
論
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

高
齢
者
生
協
と
は
、
生
き

が
い
・
仕
事
起
こ
し
・
福
祉

を
追
求
し
実
践
す
る
、
「
生

き
が
い
を
創
出
す
る
」
「
少

し
だ
け
収
入
を
得
ら
れ
る

仕
事
が
あ
る
」
「
質
の
高
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
」
組

織
で
す
。
京
都
高
齢
者
生
活

協
同
組
合
く
ら
し
コ
ー
プ
の

定
款
に
書
か
れ
た
設
立
目
的

は
、
「
協
同
互
助
の
精
神
に

基
づ
き
、
組
合
員
の
生
活
の

文
化
的
経
済
的
向
上
を
図
る

こ
と
」
で
す
。

京
都
高
齢
者
生
活
協
同
組

合
く
ら
し
コ
ー
プ
の
設
立
趣

旨
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
設

立
か
ら
20
年
を
経
て
、
世
の

中
も
変
わ
り
ま
し
た
。
時
代

の
変
化
に
応
じ
た
理
念
や
目

的
を
論
議
す
る
時
期
に
な
っ

て
い
ま
す
。
現
実
味
の
な
い
、

行
動
に
移
せ
な
い
理
念
や
目

的
を
論
じ
る
こ
と
な
く
、
生

活
に
必
要
と
さ
れ
る
目
的

や
理
念
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
生
活
に
必
要
な
具
体
的

な
サ
ー
ビ
ス
や
援
助
を
新
し

く
生
み
だ
す
こ
と
も
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

★声を集めて。くらしコープを大きく強く★

２０周年を 
� 節目の年に
－第２回総代会に向けて－

▲昨年の第１回通常総代会

20
周
年
の
節
目
の
年
の

総
代
会
に
向
け
て
、
み
ん

な
で
検
討
し
て
い
き
た
い

論
点
に
つ
い
て
専
務
補
佐

の
奥
谷
和
隆
さ
ん
に
う
か

が
い
ま
し
た
。
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２
０
２
１
年
度
の�

�

振
り
か
え
り

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
ほ
と
ん

ど
の
組
合
員
さ
ん
の
生
活
パ

タ
ー
ン
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
２
０
２
１
年
度
は
、
緊
急

事
態
宣
言
や
蔓
延
防
止
重
点
措

置
な
ど
、
行
動
制
限
が
課
せ
ら

れ
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
活
動
や

サ
ロ
ン
や
居
場
所
活
動
も
お
休

み
が
続
き
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
、
単
年
度
の

事
業
収
益
は
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
特
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
は
、
対
策
委
員
会
の
下
に
、

役
員
・
職
員
が
知
恵
と
力
を
発

揮
し
て
現
場
の
皆
さ
ん
を
軸
に

利
用
者
を
増
や
す
た
め
に
熱
心

な
営
業
活
動
を
す
す
め
、
少
な

い
職
員
で
苦
労
し
な
が
ら
土
曜

の
営
業
を
開
始
し
、
利
用
者
を

増
や
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

他
の
事
業
も
お
お
む
ね
こ
れ

ま
で
通
り
の
実
績
を
維
持
し
、

ト
ー
タ
ル
と
し
て
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
借
入
金
の

返
済
が
あ
る
た
め
、
く
ら
し

コ
ー
プ
の
財
布
の
中
身
は
減
り

続
け
て
い
ま
す
。

ソ
リ
デ
ー
ル
事
業
に
つ
い
て

は
、
京
都
府
か
ら
委
託
を
受
け

た
京
都
ソ
リ
デ
ー
ル
（
京
都
市

域
・
山
城
地
域
）
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
２
年
３
月
を
も
っ
て
、

京
都
府
の
委
託
事
業
を
解
消
し

ま
し
た
。
今
、
お
住
い
の
学
生

さ
ん
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

京
田
辺
ソ
リ
デ
ー
ル
（
京
田

辺
市
域
）
は
引
き
続
き
、
市
か

ら
の
委
託
事
業
を
継
続
し
ま

す
。２

０
２
２
年
度
に�

�

向
け
て
の
課
題

く
ら
し
コ
ー
プ
は
「
何
の
た

め
に
あ
る
か
」
を
再
確
認
す
る

年
に
し
ま
す
。
存
続
し
続
け
る

事
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
く
ら

し
コ
ー
プ
は
地
域
が
良
く
な

る
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
存
在
で
な

け
れ
ば
、
地
域
の
方
は
支
持
し

て
く
れ
ま
せ
ん
し
、
自
分
の
組

織
だ
け
が
良
け
れ
ば
よ
い
、
と

い
う
も
の
で
も
生
き
残
れ
ま
せ

ん
。
現
在
の
傾
向
と
し
て
、
既

存
の
事
業
を
続
け
て
い
く
事
だ

け
が
く
ら
し
コ
ー
プ
の
目
的
と

な
り
、
社
会
を
良
く
し
て
い
こ

う
と
い
う
意
図
が
薄
れ
て
き
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
し

て
、
孤
立
し
疲
弊
し
た
組
織
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

現
に
、
く
ら
し
コ
ー
プ
に

入
っ
て
い
て
も
意
味
が
な
い
、

と
い
う
理
由
で
脱
退
さ
れ
る
方

が
毎
年
数
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
ま
た
、
少
し
の
収
入
が
得

ら
れ
る
仕
事
が
あ
る
、
と
思
っ

て
加
入
し
た
が
、
ま
っ
た
く
期

待
外
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
事
も

聞
き
ま
す
。
定
年
退
職
後
、
く

ら
し
コ
ー
プ
に
期
待
し
て
加
入

さ
れ
る
方
の
期
待
を
見
事
に
裏

切
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
使
わ
な
く
な
っ
た
か
ら
と

脱
退
す
る
方
も
あ
り
ま
す
。

く
ら
し
コ
ー
プ
が
、
く
ら
し

全
般
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
て
い
な

い
こ
と
の
現
れ
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
新
た
に
始
ま
っ
て
い
る

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
◆

２
０
２
１
年
に
新
し
い
事

業
の
模
索
の
た
め
の
、
組
合

員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
結
果
は
、
「
困
り

ご
と
が
な
い
」
と
回
答
さ
れ

た
方
が
最
も
多
く
、
「
心
配

事
も
少
な
い
」
と
い
う
結
果

で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
組
合

員
さ
ん
は
、
安
定
し
た
生
活

を
過
ご
さ
れ
て
い
る
と
い
う

結
果
で
し
た
。
（
ア
ン
ケ
ー

ト
に
素
直
に
回
答
す
る
と
営

業
に
来
ら
れ
る
心
配
が
あ
る

と
思
わ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
…
）
。
現
実
に
は
、
突

然
始
ま
る
親
の
介
護
と
は

違
う
パ
ー
ト
ナ
ー
の
介
護
、

パ
ー
ト
ナ
ー
が
亡
く
な
り
悲

し
み
の
中
で
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
膨
大
な
手
続
き
、

相
続
の
問
題
な
ど
に
直
面
し

ま
す
。
普
段
の
生
活
で
は
発

生
し
な
い
困
り
ご
と
で
す
。

そ
し
て
、
相
談
先
が
わ
か
ら

な
い
子
が
多
い
の
で
す
。
く

ら
し
コ
ー
プ
が
そ
ん
な
と
き

で
も
、
頼
り
に
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
垣
間
見
え
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
結
果
で
し
た
。

コープに

期待を実現できる
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「
共
同
墓
」
の
取
り
組
み
や
「
任

意
後
見
」
「
遺
言
書
」
な
ど
広

が
り
が
不
十
分
で
す
。

２
０
２
２
年
度
の�

�

事
業
に
つ
い
て

２
０
２
２
年
度
は
、
２
つ
の

新
規
事
業
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
１
つ
は
不
動
産
事
業
で
す
。

組
合
員
さ
ん
の
空
家
活
用
、
賃

貸
、
売
却
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
よ
う
し
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
介
護
事
業
で

居
宅
支
援
事
業
所
（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
事
務
所
）
を
新
た
に
１

か
所
立
ち
上
げ
る
計
画
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
資
金
は
、

組
合
債
を
発
行
し
て
、
資
金
を

集
め
る
予
定
で
す
。
組
合
債
の

年
利
は
未
定
で
す
が
、
銀
行
な

ど
よ
り
も
大
幅
に
良
い
金
利
で

募
集
し
ま
す
。

そ
し
て
、
新
し
い
事
業
は
、

経
営
の
安
定
の
た
め
に
絶
対
に

必
要
で
す
。
こ
こ
数
年
、
ほ
と

ん
ど
の
年
で
収
入
不
足
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
大
き

な
借
入
金
の
返
済
が
始
ま
り
ま

す
。
新
規
事
業
に
よ
る
収
入
の

ア
ッ
プ
は
、
く
ら
し
コ
ー
プ
が

存
続
す
る
た
め
に
は
、
不
可
欠

で
す
。
も
し
、
今
ま
で
と
同
じ

ペ
ー
ス
で
事
業
を
続
け
て
い
く

と
、
４
年
後
に
は
、く
ら
し
コ
ー

プ
の
財
布
は
事
業
が
続
け
る
こ

と
が
難
し
い
財
政
状
況
に
な
り

ま
す
。

経
費
の
削
減

経
費
の
削
減
に
も
取
り
組
み

ま
す
。
見
直
し
が
必
要
な
の
が

リ
ー
ス
契
約
で
す
。
年
間
約

５
０
０
万
円
の
リ
ー
ス
代
を

払
っ
て
い
ま
す
。
中
身
は
パ
ソ

コ
ン
・
コ
ピ
ー
機
・
パ
ソ
コ
ン

の
ソ
フ
ト
・
サ
ー
バ
ー
な
ど
で

す
。
無
駄
な
も
の
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
特
に
プ
リ
ン
タ
ー

は
、
購
入
す
る
と
１
０
０
万
円

す
る
コ
ピ
ー
機
が
本
部
に
は
３

台
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

リ
ー
ス
契
約
は
、
す
ぐ
に
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
、
途
中
解
約
す
る
と
解
約

金
が
発
生
し
ま
す
、
さ
ら
に
５

年
程
度
の
長
期
的
な
契
約
の
た

め
。
単
年
度
で
は
解
消
で
き
ま

せ
ん
。
契
約
更
改
時
に
解
約
す

る
か
見
直
し
す
る
か
な
ど
見
直

し
を
進
め
ま
す
。

組
合
員
活
動
の
強
化

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
活

動
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
て
、
講

演
会
や
学
習
会
の
開
催
を
検
討

し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

実
際
の
会
場
で
開
催
で
き
る
か

不
透
明
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、

数
年
ご
と
に
変
わ
る
医
療
・
介

護
制
度
の
解
説
、
民
法
等
の
法

律
の
改
正
、
空
き
家
の
活
用
や
、

不
用
品
の
整
理
な
ど
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
に
応
じ
た
テ
ー
マ
で

講
演
会
や
学
習
会
が
開
催
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
し
い
サ
ロ
ン
や

居
場
所
作
り
な
ど
の
自
主
活
動

を
、
社
会
福
祉
協
議
会
・
支
え

あ
い
活
動
創
出
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ど
と
も
協
力
し
、
サ

ポ
ー
ト
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

福
祉
情
報
の
提
供

全
国
の
高
齢
者
生
協
で
、
介

護
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
く
ら
し
コ
ー

プ
の
組
合
員
全
員
を
、
く
ら
し

コ
ー
プ
の
介
護
事
業
で
お
世
話

す
る
こ
と
は
現
実
的
に
は
不
可

能
で
す
。
高
齢
者
生
協
の
「
福

祉
」
と
は
、
事
業
と
し
て
介
護

事
業
を
実
践
し
、
そ
の
経
験
と

知
恵
を
、
直
接
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
な
い
組
合
員
さ
ん
に

も
、
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
介
護
職
員
が
担
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
組
織
全
体
で
、

知
識
を
深
め
、
実
践
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

雇
用
と
労
働
条
件

す
ぐ
に
大
き
な
改
善
が
行
え
る

財
政
的
な
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
雇
用
を
守
り
労
働
条
件
の

改
善
を
優
先
的
に
考
慮
し
ま

す
。

第２回通常総代会
日時：６月２６日（日）

13:30 開会（13:00 開場）

場所：長浜バイオ大学河原町学舎
（上京区河原町通広小路上る）

総代でない組合員の方の傍聴も歓迎です。 

ご希望の方はご連絡下さい。
くらし

知恵と力を出し合って
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「ヘルパーの仕事は大変ですか？」と時々

聞かれることがある。雨の日や雪の日は確か

に大変ですが一人で訪問するのでマイペース

な自分には施設の勤務よりは合っている気が

しますと答えている。

介護保険のヘルパーの仕事は身体介護と生

活支援に分かれてるが、「身体介護は難しい

ですか？」と聞かれ

ることもある。身体

介護と言っても内容

は多岐に渡る。オム

ツの交換や車いすの

移乗を想像される方

が多いのかもしれな

いが、服薬の確認や

一緒に家事を行うことも身体介護の一つだ。

どちらかというと大雑把な私にとっては調理

の方が難しい。

ヘルパーの仕事に興味を持ってる人はたく

さんいると思う。ただ資格を取る勉強は難し

いのかな？一人で支援に回れるのかな？とか

悩んでいる人が多いのも事実。ヘルパーの仕

事は確かに大変なこともあるそれ以上に喜び

ややりがいを感じることが多いのも事実。

少しでも興味を持った方はぜひくらしコー

プにご連絡を！

一緒に働ける仲間を大募集中です！

☎ ０７５（４３２）３６３６

喜びとやりがい―ヘルパー仲間募集中！
川合律子

２０２２年４月より、「排泄予測支援機器」

という種目が加わり、購入には、介護保険法

の定める「特定福祉用具販売」が適用され、

利用者が可能な限り自宅で自立した日常生活

を送ることができるよう、指定を受けた事業

者が、入浴や排泄に用いる、貸与になじまな

い福祉用具を販売するもの。

介護保険の適用により、利用者の支払いは、

年１０万円を上限に自己負担１割（一定の所

得のある人は２～３割）。

「排泄予測支援機器」とは、超音波センサー

を腹部に貼ることで膀胱の変化を検知して排

尿のタイミングを知らせてくれる。

排尿の頃合いや傾向が分かれば、介護者は

トイレ誘導やオムツ・パッド交換が適切に行

え、本人にとっても尿意を感じるタイミング

でトイレに促され、オムツでも排尿したらす

ぐに交換してくれるメリットあり。

排泄予測支援機器のほか、現在、①シャ

ワーアーム付属の入浴いす、②片麻痺用歩行

器、③装着型機能訓練支援機器（腰部装着訓

練型）、④見守り支援機器の４種目の検討が

継続されているそうです。

対象広がる「特定福祉用具販売」
田中善子

６月の事業所だより
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茶毒蛾は、名前からも想像がつけやすいで

すね。チャノキ「茶」を好むそうです。茶ノ

木はツバキ科ですので、同じツバキ科の椿、

サザンカは、和風庭園ならではのわびさびを

感じさせて楽しませてくれる花たちですが、

茶毒蛾が発生するケースが少なくないので注

意が必要です。

幼虫の主な発生時期は５月から６月と８月

から９月の年２回あります。刺されても痛み

はありませんが、ブツブツと発疹ができて一

週間ほどのかゆみが続きます。そのような体

験をされた方も身近におありではないでしょ

うか。

チャドクガの毒は、肉眼ではほとんどわか

らない長さ０．２ｍｍほどの「毒針毛」の中

にあります。殺虫剤を散布して虫を殺しても、

毒針毛は残ります。脱皮した抜け殻や死骸に

触れても同様なので注意が必要です。

発見のポイントは、椿やサザンカの枝が混

み合って風通しの悪い葉張り枝ぶりのところ

に大変多く見受けられます。また姿が見つけ

られなくても葉の食い跡などの兆候が見られ

たら、幼虫の孵化を疑いましょう。

対策として、定期的な剪定は有効です。風

通しを良くして、病気や害虫の発生を抑え、

樹勢の維持が重要です。

剪定のご相談はくらしコープまで！

茶毒蛾（チャドクガ）にご注意！
江尻茂朗

家でテレビを見ていると、家紋入り作品を

作る工芸店が紹介されていた。

すぐに飛びつき店を探しに出かけた。二条

城付近の住宅を元に探した。探しても見当ら

ない。この辺という所を何度も往復したが無

い。「何か探してますか？」と声をかけて来

た年配の女性に事情を話すと「今は引越され

て上京の方に居ます、電話番号を知っている

のでかけてみますか」と言われ、かけてみた。

素気無い対応で、迷ったが行ってみた。

中々見当たらず、ポスティングをしている

中年男性に聞き、それらしい家を知っている

と言われ教えてもらう。やっと見つけチャイ

ムを押すと愛想良く対応してくれて、商品も

注文出来た。

店を出ると先程の男性が居て驚いたが、自

分の説明で辿りつけたが心配して来てくれた

との事。

お２人の親切に出逢って「まだまだ存在し

た親切な方。」心暖まる事に巡り逢えた日で

した。

まだまだ存在した親切な人
北澤まさ子

６月の事業所だより
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本づくり手伝わさせてください
～歌集、文集、自分史、研究論文、……

印刷・出版支援クラブ
携帯 090 (9627) 6366（吉田）

Ｅメール atomical@dream.com

安心できる市民生活に向けて全力投球！

TEL ０７５（４９４）００５０
福島行政書士事務所

相続、遺言など暮らしの中での困りごと、
各種書類の作成などお気軽にご相談ください

FAX ０７５（４９４）００２５
E-mail：shortstop0213@gmail.com
月〜金　午前９時半〜午後５時半

（京都市北区小山下初音町24）

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度 

決
算
速
報
値

正
式
に
は
、
５
月
23
日
（
月
）

の
第
19
回
通
常
総
会
で
発
表
さ

れ
ま
す
が
、
概
要
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
支
援
収

入
が
大
幅
に
ダ
ウ
ン
す
る
も

寄
付
金
収
入
で
何
と
か

※
括
弧
内
は
前
年
度
の
数
値

経
常
収
入

１
，
２
８
３
万
円 

�

（
１
，
５
０
７
万
円
）

〈
主
な
内
訳
〉

支
援
収
入

６
８
６
万
円
（
９
８
１
万
円
）

居
住
支
援

４
７
４
万
円
（
３
９
９
万
円
）

経
常
費
用

１
，
２
６
４
万
円 

�

（
１
，
１
８
４
万
円
）

〈
主
な
内
訳
〉

人
件
費

※
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
の
給
与
を

含
む
。

１
，
０
１
１
万
円
（
９
０
１
万

円
）

通
信
・
広
告
宣
伝
費

５１
万
円
（
９２
万
円
）

営
業
剰
余

１９
万
円
（
３
２
３
万
円
）

寄
附
金
収
入

１
５
０
万
円
（
０
円
）

経
常
剰
余

１
９
５
万
円
（
３
２
３
万
円
）

法
人
税
等

１３
万
円
（
７９
万
円
）

当
期
純
剰
余

１
８
２
万
円
（
２
４
４
万
円
）

支
援
収
入
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
１
年
度
予
算
は
１
，

０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

し
た
が
、
大
口
の
廃
棄
業
者
か

ら
の
受
注
が
激
減
し
た
関
係
も

あ
っ
て
７
割
を
下
回
る
達
成
率

で
、
前
年
度
対
比
で
も
７
割
程

度
に
と
ど
ま
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

２
０
２
２
年
度
に
つ
い
て

は
、
生
協
の
生
活
支
援
業
務
を

吸
収
し
て
、
一
本
化
し
よ
う
と

い
う
動
き
が
あ
る
中
で
、
真
価

が
問
わ
れ
る
一
年
に
な
り
そ
う

で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
な
い
下

で
の
打
開
策
を
英
知
を
結
集

し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
会
員
組
織
で
す
。

会
員
一
人
一
人
が
仕
事
を
見
つ

け
て
く
る
こ
と
を
せ
ず
、
漫
然

と
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
し
ぼ

ん
で
い
く
だ
け
で
す
。
昨
年
度

は
、
幸
い
な
こ
と
に
篤
志
家
か

ら
の
寄
附
に
よ
っ
て
救
わ
れ
ま

し
た
が
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
窮
地
を
脱
し
ま
し
ょ
う
。

３
年
目
を
迎
え
る
居
住
支
援

事
業
の
展
望

初
年
度
は
３
９
９
万
円
、
２

年
目
の
昨
年
度
は
４
７
４
万
円

と
順
調
に
伸
び
て
い
る
か
に
見

え
ま
す
が
、
今
年
度
は
応
募
さ

れ
る
競
合
事
業
者
が
予
想
を
上

回
り
、
国
土
交
通
省
は
、
「
補

助
金
を
半
減
す
る
」
と
。

困
難
な
相
談
事
例
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
こ
の
事
業
も
正
念

場
を
迎
え
ま
す
。▶

住
ま
い
を
提
供
し
て
頂
け
る
方
、 

�
ご
連
絡
下
さ
い
！

居住支援事業専用電話

０７５ （２０５） ５５１２
（月曜日～金曜日  10時～17時）

担当 ：福島広志  江尻茂朗
石澤春彦  福尾泰樹
余根田保�

住
ま
い
に
困
っ
た
方
、 

�

ご
相
談
下
さ
い
！

◀

NPO法人

くらしコープ
だより
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青木はり治療院

京都市中京区西ノ京永本町20-14　＊駐車場あります
� ０７５−８０１−８４７４

＊診察時間（日曜休診）
月〜水・金 9〜14時・17〜20時
　　　　木 9〜12時・17〜20時
　　　　土 9〜12時

はり専門で職歴５０年

aoki-hari.pro
心身の疲れ・肩こり・腰痛などでお悩みの方は…

保険のことならなんでもご相談下さい！

（有）関西総合保険事務所京滋店

〒604-8222　中京区四条通室町西入上る
観音堂町４６６　みやこビル２階

TEL(075）222-2267　FAX(075)708-2380

蒲池英昭担当
携帯(090)1242-1844 かまち　ひであき

きらく庵�
デイサービスセンター西陣

非常勤職員 安井亜佐美さん

４月にきらく庵デイサービ

ス西陣に入社しました。利用

者様の優しさに触れながら、

日々奮闘しています。一日も早く信頼関係を築

き、一人ひとりに寄り添いながらいっぱいしゃ

べって、いっぱい笑える、元気の出るデイサー

ビスを作りたいと思います。私は食べることが

大好きです。きらく庵デイでは、スタッフの手

作りお昼ご飯やおやつがあり、利用者様と楽し

く過ごしたいです。よろしくお願いいたします。

きらく庵�
デイサービスセンター西陣

非常勤職員 本田清美さん

初めまして。秋からきらく庵

デイサービスセンター西陣に

勤務させていただいています。

少々人見知りな私…。最初は緊張感っもあった

のですが、利用者さん、職場の方々が優しく温

かく気さくに接して下さったおかげで、今では

すっかりリラックスして楽しく働かせていただ

いています。「あーいい日やった。またよろしく

ね。」利用者さんとの時間が有意義で充実したも

のとなるよう、力を尽くしたいと思っています。

新職員紹介新職員紹介

指
文
字

「D」

人差し指を立て、４本
の指先を付け合わせる。

“ｄ”の形を作る。

「手話」クイズ ◆
「
や
さ
し
い
」
の�

�

手
話
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？

③ ② ①
右手人差指で腹を
指す。

両手の親指と４指
の指先を向かい合
わせ、指を柔らか
く上下する。

つまんだ両手２指
の指先を胸で上下
につけ合わせ、右
手を上げる。

手 話

６月の予定 ★カレンダー参照★

本部１階ホール

※毎月 第１・第３・第５木曜日 サークル （回答12㌻）
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う
、
美
し
い
！

や
っ
と
大

山
が
見
え
て
来
た
。
何
度
と
な

く
歌
い
に
通
っ
た
松
江
へ
の

道
。
今
回
松
江
は
久
し
ぶ
り
で
、

い
つ
も
の
よ
う
に
河
井
寛
次
郎

ゆ
か
り
の
素
晴
ら
し
い
古
民
家

に
泊
め
て
貰
っ
て
、
マ
ク
ロ
ビ

弁
当
頂
き
な
が
ら
ラ
イ
ブ
。

翌
日
知
り
合
い
の
染
織
作
品

を
見
に
石
見
美
術
館
へ
。
名
産

の
赤
瓦
を
、
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
素
敵
な
所
や
っ
た
。
念
願
の

石
見
銀
山
に
は
日
程
が
足
り

ず
。今

回
青
春
１８
切
符
を
使
う
気

満
々
や
っ
た
の
だ
が
、
山
陰

線
、
全
く
各
停
が
無
い
。
仕
方

な
く
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
で
特
急

を
使
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
宇
部
の
ラ
イ
ブ
の

主
催
者
の
村
川
博
司
さ
ん
が
住

む
、
山
中
の
限
界
集
落
の
黒
五

郎
へ
久
し
ぶ
り
に
行
く
。
博
司

さ
ん
の
話
は
、
わ
た
し
も
知
ら

な
い
こ
と
も
多
く
、
こ
う
し
て

遠
く
離
れ
て
い
て
も
時
折
刺
激

を
貰
え
る
友
人
は
、
ほ
ん
ま
に

貴
重
。

子
ど
も
た
ち
は
、
時
間
を
忘

れ
て
遊
び
回
っ
て
い
る
。
竹
炭

を
焼
い
て
お
ら
れ
る
竹
林
は
、

と
て
も
広
く
、
磐
座
も
あ
り
、

鴬
も
鳴
い
て
い
る
。
お
土
産
に

頂
い
た
、
自
生
の
お
茶
の
葉
で

作
ら
れ
た
茶
葉
が
、
手
に
し
た

途
端
に
、
手
が
温
か
く
な
っ
た
。

翌
日
ラ
イ
ブ
さ
せ
て
頂
い

た
、
宇
部
の
、
い
っ
ぷ
く
や
も

素
敵
な
民
家
。
横
に
畑
も
あ
っ

て
、自
然
農
さ
れ
て
い
て
、
ジ
ョ

ウ
ビ
タ
キ
も
や
っ
て
来
た
。
ラ

イ
ブ
の
後
の
夜
は
、
海
の
幸
尽

く
し
の
鍋
。

そ
の
翌
日
の
ラ
イ
ブ
会
場

の
、
萩
の
古
民
家
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
暁
屋
ま
で
送
っ
て
頂
く
途
中

に
、
秋
芳
洞
へ
行
く
道
が
あ
っ

た
。
修
学
旅
行
で
行
っ
た
時
の

新
鮮
な
驚
き
。
で
も
今
は
寂
れ

て
い
る
そ
う
。
Ｊ
Ｒ
に
税
金
を

投
入
し
て
安
く
便
利
に
す
る
と

か
、
ス
イ
ス
の
よ
う
に
無
料
に

し
て
、
国
内
を
活
性
化
す
べ
き

だ
よ
ね
、
と
話
し
た
。

さ
て
そ
の
日
の
ラ
イ
ブ
。
ま

あ
大
体
い
つ
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
い
る
が
、
か
な
～
り
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
急
遽
気
持
ち
の
い
い
裏
庭

で
歌
わ
せ
て
頂
い
て
良
か
っ

た
！気

功
治
療
さ
れ
て
い
る
方
、

京
都
で
西
谷
文
和
さ
ん
の
上
映

会
を
さ
れ
て
い
た
方
な
ど
か
な

り
個
性
的
な
お
客
様
方
や
っ

た
。
仏
か
ら
来
ら
れ
た
、
る
り

さ
ん
も
急
遽
歌
っ
て
く
れ
た
♪

博
司
さ
ん
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ

リ
カ
ン
と
の
出
会
い
の
話
し
を

さ
れ
な
が
ら
、
笛
を
吹
い
て
下

さ
っ
た
。

歌
い
終
わ
っ
て
か
ら
も
、
あ

ち
こ
ち
で
話
し
に
花
が
咲
く
。

ラ
イ
ブ
は
、
歌
わ
せ
て
貰
え
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
最
大
の
喜
び

だ
が
、
こ
う
し
て
遠
く
出
掛
け

て
行
っ
て
、
気
持
ち
を
同
じ
く

す
る
人
や
ま
た
新
鮮
な
驚
き
を

く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
が
本
当

に
嬉
し
い
。

翌
日
、
萩
の
浜
崎
地
区
、
古

民
家
が
並
ぶ
迷
路
の
よ
う
な
道

を
散
策
。
と
て
も
古
い
お
雛
様

や
表
情
豊
か
な
市
松
人
形
が
沢

山
飾
っ
て
あ
る
。
魚
が
食
べ
た

い
と
い
う
と
、
暁
屋
オ
ー
ナ
ー

が
海
辺
の
店
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
る
。
早
咲
き
の
桜
も
咲
い

て
い
る
。
高
速
道
路
が
出
来
す

ぎ
て
、
故
郷
郡
上
八
幡
の
観
光

客
は
日
帰
り
で
帰
っ
て
し
ま
う

こ
と
、
ア
ジ
ア
を
旅
し
た
こ
と

な
ど
、
互
い
に
話
す
。

若
い
オ
ー
ナ
ー
は
ま
だ
ガ
ラ

ケ
ー
。
わ
た
し
は
ガ
ラ
ケ
ー
の

時
代
が
な
く
、
昔
は
固
定
電
話

す
ら
な
く
、
人
の
つ
な
が
り
も

時
間
の
流
れ
も
ゆ
っ
た
り
し
て

い
た
こ
と
な
ど
も
。
遠
く
離
れ

て
い
て
も
、
価
値
観
や
気
持
ち

が
通
じ
る
人
と
出
会
え
る
こ
と

は
旅
の
醍
醐
味
。

阿部ひろ江 ６月ライブ情報
★ロシアベラルーシ写真展★
5月27日（金）～6月9日（木）6時～16時

♪協賛ミニライブ♪

6月9日（木）13時～（投げ銭）
会場：ハルハウス
� （旧楽只小学校南側の筋を東入る）
問い合わせ   075(493)2983

阿部ひろ江

縁ある所に歌いに�
� 行く醍醐味
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赤あ
か
ぞ
め
え
も
ん

染
衛
門
は 

女
で 

ご
ざ
い
ま
す
。

藤
原
家
・
氏
の
長
者
と

な
っ
た
道
長
は
、
一
条
天
皇

の
中
宮
で
あ
っ
た
定
子
を
、

「
皇
后
」
と
い
う
地
位
に
押

し
上
げ
ま
し
た
。
自
分
の
長

女
・
彰
子
を
中
宮
に
押
し
込

む
と
い
う
策
略
な
の
で
す
。

彰
子
が
子
を
産

め
ば
、
「
外
戚
」

と
な
り
、
あ
と

は
も
う
す
べ
て

我
が
物
。
「
こ
の

世
を
ば
我
が
世

と
ぞ
思
う
望
月

の
、
欠
け
た
る

こ
と
も
な
し
と

思
え
ば
」
と
い
う
歌
と
し
て

確
か
に
名
を
世
に
残
せ
ま

す
。
こ
の
出
来
事
を
し
っ
か

り
書
き
残
し
た
の
が
赤
染
衛

門
と
い
う
名
の
女
性
。
そ
の

冊
子
を
栄
花
物
語
と
言
い
、

仮
名
文
で
書
か
れ
た
先
駆
的

な
歴
史
物
語
。
つ
ま
り
世
継

ぎ
物
語
と
な
り
ま
し
た
。
さ

て
こ
の
欄
、
百
号
に
至
り
ま

し
た
。
紫
式
部
・
清
少
納
言
・

和
泉
式
部
・
赤
染
衛
門
。
み

な
さ
ん
、
筆
名
で
す
。
平
安

時
代
中
期
に
「
才
艶
・
繚
乱

の
時
代
」
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
の
原

点
で
す
。
清
少
納

言
の
「
清
」
は
父
、

清
原
元
輔
か
ら

の
清
、
「
少
納
言
」

と
名
乗
る
の
は
自

分
で
選
ん
だ
筆
名

で

し

ょ

う
。

紫

式
部
も
筆
名
で
、

「
紫
」
は
自
分
で

遊
ん
だ
野
原
の
世
界
・
「
式

部
」
は
通
例
の
女
官
の
呼
び

名
。
和
泉
式
部
も
同
じ
階
層

で
「
歌
読
み
」
を
競
っ
て
い

ま
し
た
。
千
年
後
の
今
に
名

を
残
し
た
数
名
の
女
官
・
そ

の
胸
に
燃
や
し
た
「
ひ
る
ま

ぬ
詩
情
」
が
あ
り
ま
し
た
。

�

（
荒
）

清少納言
壱百

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症

や
知
的
障
害
・
精
神
障
害
等
の

た
め
に
、
自
分
自
身
で
物
事
を

判
断
す
る
能
力
が
十
分
で
な
い

方
を
、
預
貯
金
等
の
管
理
な
ど

の
財
産
管
理
や
、
施
設
入
所
等

の
介
護
保
険
契
約
な
ど
の
身
上

監
護
を
通
じ
て
保
護
す
る
た
め

に
、
２
０
０
０
年
４
月
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◇
生
活
の
広
範
な
領
域
を
委
ね

ら
れ
て
い
る
後
見
人

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
は
、
食
事
を

作
っ
た
り
、
部
屋
の
中
を
片
付

け
た
り
、
身
の
回
り
の
お
世
話

を
さ
れ
ま
す
が
、
限
定
さ
れ
た

家
事
の
範
囲
に
と
ど
ま
り
ま

す
。し

か
し
、
後
見
人
に
は
、
本

人
が
よ
り
良
い
生
活
を
し
て
い

く
上
で
基
本
的
な
、
広
範
な
領

域
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
言
え

ま
す
。
財
産
管
理
や
身
上
監
護

は
、
後
見
人
の
重
要
な
仕
事
で

す
が
、
よ
り
良
い
生
活
を
し
て

い
く
た
め
の
手
段
で
あ
っ
て
、

そ
の
こ
と
自
体
が
目
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
本

人
の
生
活
を
さ
て
お
い
て
、
財

産
が
減
ら
な
い
よ
う
に
保
全
に

走
る
の
は
本
末
転
倒
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

◇
本
人
の
健
康
状
態
、
生
活
ぶ

り
の
把
握

後
見
人
に
就
任
し
ま
す
と
、

ご
家
族
、
主
治
医
、
支
援
者
な

ど
を
通
じ
て
、
本
人
の
健
康
状

態
の
把
握
に
努
め
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
疾
病
を
持
っ
て
い
る

か
、
自
力
で
の
歩
行
が
で
き
る

か
ど
う
か
、
な
ど
な
ど
の
心
身

の
状
況
や
、
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
生
活
を
営
ま
れ
て
お
ら
れ
る

の
か
を
確
認
し
ま
す
。

◇
謙
虚
な
姿
勢
で
本
人
の
意
思

を
尊
重

本
人
の
判
断
能
力
が
十
分
で

な
い
と
言
っ
て
も
、
ま
っ
た
く

な
い
と
い
う
方
は
少
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

現
有
能
力
（
「
残
存
能
力
」

と
表
現
さ
れ
る
方
も
い
ま
す

が
）
が
あ
る
限
り
は
、
丁
寧
な

説
明
、
情
報
提
供
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
本
人
の
意
思
を
引

き
出
す
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま

す
。た

だ
、
意
思
の
尊
重
と
言
っ

て
も
、
何
が
何
で
も
本
人
の
言

う
と
お
り
に
し
な
く
て
は
い
け

な
い
と
言
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
本
人
の
意
思
を
最
大
に

尊
重
し
な
が
ら
、
不
足
し
て
い

る
点
は
後
見
人
が
補
う
と
い
う

謙
虚
な
姿
勢
が
必
要
と
思
い
ま

す
。判

断
に
迷
っ
た
ら
、
ご
家
族

や
支
援
者
に
相
談
す
る
こ
と
も

必
要
と
思
い
ま
す
。

行政書士・福島広志の

成年後見制度の 
あれこれ

法定後見編（その５）
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荒
木
昭
夫
の 

�

雑
草
お
イ
ネ
の
里
帰
り

❸

イ
ン
ド
の
お
イ
ネ

そ

こ

に

は

ね
。

も

う

ど
っ
さ
り
と
お
米
を
抱
い

て
い
る
お
イ
ネ
さ
ん
た
ち

が
い
っ
ぱ
い
居
る
の
。
う

わ
あ
す
ご
い
。
こ
こ
は
お

米
の
国
だ
っ
た
。
出
て
き

て
よ
か
っ
た
っ
て
嬉
し
く

な
っ
た
の
。
で
も
ね
。
な

ん
だ
か
、
み
ん
な
ほ
っ
そ

り
し
て
い
て
、
ひ
ょ
ろ
な

が
く
っ
て
、
食
べ
て
見
れ

ば
、
お
米
の
味
が
、
ポ
ソ

ポ
ソ
な
の
。
へ
え
？
お
米

の
味
っ
て
、
こ
ん
な
味
で

よ
か
っ
た
の
か
な
あ
？
っ

て
。
な
ん
か
つ
ま
ん
な
い

よ
う
。
ヨ
ー
シ
、
ま
た
風

さ
ん
に
相
談
し
よ
う
。
吹

い
て
き
て
く
れ
な
い
か
な

あ
。
海
を
わ
た
っ
て
西
か

ら
ふ
く
風
。
島
か
ら
島
へ
。

風
の
旅
。
ラ
ン
ラ
ン
ラ
ン
。

�

〔
企
画
広
告
〕

1 2 3 4 5

6 7 8

9  

10 11 12

13 14

 15 16 17

18  

ルズパ
ド

ー
ワスロク

望む人みんなが
マイホームを
持てるように

☆新築分譲
☆注文住宅
☆リフォーム
☆中古住宅売買
☆店舗
☆賃貸 etc.

高 価 買 取
いたします！

（株）京都建設センター
（京都高齢者生協くらしコープ近く）

〒603-8232
京都市北区紫野東野町１６番地エムティビル１階
TEL075-495-6306 FAX075-495-2009

メールアドレスyoto.kc16@adagio.ocn.ne.jp
ホームページ　http://kyoto-kc.co.jp

４
月
17
日
好
天
の
中
、
京
都

市
西
京
区
京
都
霊
園
内
に
あ
る

く
ら
し
コ
ー
プ
の
共
同
墓
「
平

和
の
風
」
で
、
合
同
慰
霊
祭
を

行
い
ま
し
た
。

共
同
墓
に
登
録
の
墓
友
70
名

の
内
、
ご
本
人
や
ご
家
族
な
ど

12
人
と
職
員
５
名
、
そ
し
て
墓

友
で
も
あ
る
チ
ェ
ロ
奏
者
・
白

石
将
さ
ん
が
駆
け
つ
け
ま
し

た
。福

島
広
志
常
務
理
事
が
司

会
、
長
誠
一
郎
副
理
事
長
の
あ

い
さ
つ
で
始
ま
り
、
共
同
墓

に
入
ら
れ
て
い
る
19
名
の
お

名
前
を
読
み
上
げ
た
後
、
故

人
が
慰
霊
祭
の
時
に
歌
っ
て

ほ
し
い
と
希
望
さ
れ
て
い
た

歌
を
チ
ェ
ロ
の
伴
奏
で
歌
い

ま
し
た
。
「
森
の
熊
さ
ん
」「
や

し
の
み
」
「
北
国
の
春
」
「
喜

び
の
歌
」
な
ど
多
彩
な
９
曲
。

そ
の
後
、
２
曲
の
チ
ェ
ロ
の

演
奏
を
捧
げ
、
「
花
は
咲
く
」

の
演
奏
の
中
、
全
員
で
献
花

を
行
い
ま
し
た
。
終
始
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
で
合
同
慰
霊

祭
は
終
了
し
ま
し
た
。

第
６
回
「
平
和
の
風
」
合
同
慰
霊
祭

歌
と
チ
ェ
ロ
で
偲
ぶ
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問題： のカナ６文字の言葉は何でしょう。注：カナ文字の大小は区別しません。

ヒント：代表的な爆薬。ノーベル賞の創始者  アルフレッド・ノーベルの発明。

【タテのカギ】

①肥前鍋島藩の城下町。

②自民党の中で異彩を放っていた清廉な宰相。

クリーン○○○○○。

③子供が時々こねます。いやいやの延長？

④古くは「強姦」などとも。

⑤わからない筋道。道筋。♪○○○○○くねくね。

⑦桂二葉は落語界の○○○みのる？

⑧○○○大木。

⑩「○○○さようか？」お奉行が尋問します。

⑪簡単にできる。「そんなこと○○○○」

⑭織物、布。テーブル○○○。

⑯「○○向きの議論（消極的な議論）はやめよう。」

⑰「○○い！ 」も現代風だという表現

【ヨコのカギ】

①梅雨。旧暦は、私たちが使っている新暦より

平均 34 ～ 35 日くらい遅くなりますので、「五

月雨」と書きます。

⑥近所・クラスを仕切っていました。

⑨誰しも持っています。傷つけてはいけません。

⑩「そんな○○○ツラするな。」曇った→〝不景

気な〟といったイメージから。

⑫♪○○○行く道はー、果てしなく遠いー。

1970 年頃の若者の愛唱歌。

⑬村の○○○○。町の○○○○。政界の○○○○。

⑮♪○○○なブギにしてくれ！ fast の反対。

⑱百人一首 41 番　壬生忠見の歌の出だし。 

原文は古語なので「○○○テフ」と表記します。

森
鴎
外
で
知
ら
れ
る
「
山
椒

大
夫
」
。
私
に
は
小
学
生
の
頃

に
観
た
東
映
ア
ニ
メ
「
安
寿
と

厨
子
王
丸
」
の
印
象
が
強
い
で

す
。無

実
の
罪
で
流
罪
と
な
っ
た

父
を
追
っ
て
、
母
と
共
に
旅
に

出
た
安
寿
と
厨
子
王
が
人
買
い

に
騙
さ
れ
て
、
母
は
佐
渡
ヶ
島

へ
、
安
寿
と
厨
子
王
は
丹
後
由

良
の
山
椒
大
夫
の
元
で
奴
隷
と

な
っ
て
苦
役
を
し
い
ら
れ
る
お

話
。
由
良
で
は
、
安
寿
が
汐
汲

み
を
さ
せ
ら
れ
た
浜
は
「
汐
汲

み
浜
」
と
呼
ば
れ
、
山
椒
大
夫

屋
敷
跡
や
厨
子
王
を
か
く
ま
っ

た
と
い
う
国
分
寺
跡
な
ど
、
伝

説
に
ち
な
ん
だ
史
跡
？
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
（
残
念
な
が
ら

看
板
だ
け
で
す
が
）

そ
ん
な
中
、
安
寿
を
葬
っ
た

と
さ
れ
る
塚
が
あ
り
ま
す
。
伝

説
で
は
、
安
寿
は
弟
を
逃
し
た

あ
と
、
自
分
も
逃
げ
る
途
中
の

坂
道
で
飢
え
と
疲
労
で
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を

哀
れ
ん
だ
村
人
が
安
寿
を
手
厚

く
葬
り
「
安
寿
姫
塚
」
と
し
て

小
さ
な
祠
を
建
て
て
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。
安
寿
が
亡
く
な
っ
た

と
い
う
そ
の
坂
は
「
飢
坂
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
丁
度
新
緑

の
候
、
訪
れ
る
人
も
少
な
い
の

か
道
も
苔
む
し
て
、
あ
た
り
一

面
は
緑
の
世
界
。
祠
の
前
の
小

さ
な
池
に
は
朱
塗
り
の
橋
が
架

か
り
、
池
の
畔
に
は
ピ
ン
ク
色

の
花
を
つ
け
た
木
が
。
何
と
も

可
愛
ら
し
い
佇
ま
い
で
し
た
。

ア
ニ
メ
で
は
、
安
寿
は
入
水
し

て
白
鳥
と
な
っ
て
飛
び
立
っ
て

い
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま

す
が
、
ま
さ
し
く
そ
ん
な
雰
囲

気
で
し
た
。
こ
ち
ら
で
は
、
安

寿
姫
が
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る

７
月
に
は
夜
祭
り
が
行
わ
れ
、

ロ
ウ
ソ
ク
が
灯
さ
れ
る
そ
う
で

す
。�

（
川
畑
）

丹後由良に伝わる

安寿と厨子王丸伝説

▲安寿姫塚

安
寿
と
厨
子
王
丸
の
銅
像

�

（安
寿
の
里
も
み
じ
公
園
）

ここにも歴史が発見！
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『紫式部』2022年6月号

６月２８日（火）

９: ００～
本部ホール

紫式部 ７月号 丁合、発送作業

短時間でもいいのでご協力をお願いします。

※紫式部を配達してくださる方も募集中！

◆
編
集
後
記
◆

６
月
は
通
常
総
代
会
の
月
。

総
代
会
制
と
な
っ
て
２
回
目
で

す
が
、
今
年
は
役
員
の
改
選
も

あ
り
、
く
ら
し
コ
ー
プ
は
一
つ

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
総
代
の

み
な
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
総
代
会

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
直
接
議

論
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

総
代
会
制
の
た
め
、
組
合
員

さ
ん
お
一
人
お
一
人
に
議
案
書

を
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
紫
式
部
６
月
号
は
総

代
会
議
案
の
ポ
イ
ン
ト
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
い

た
だ
き
、
み
な
さ
ん
の
忌
憚
の

な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

「
紫
式
部
」
も
７
月
か
ら
紙

面
や
編
集
体
制
が
変
わ
り
ま

す
。
こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
で
何

も
か
も
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た

よ
う
な
中
で
、
こ
ん
な
時
だ
か

ら
こ
そ
機
関
誌
が
力
を
発
揮
す

る
時
と
「
紫
式
部
」
で
何
を
伝

え
取
り
上
げ
て
い
く
の
か
、
模

索
し
な
が
ら
の
日
々
で
し
た
。

く
ら
し
コ
ー
プ
に
と
っ
て
、「
紫

式
部
」
は
組
合
員
さ
ん
と
直
接

つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
る
も

の
。だ
か
ら
組
合
員
さ
ん
が
「
紫

式
部
」
を
読
ん
で
、
「
仲
間
が

い
る
」
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
機
関
誌
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。�

（
川
畑
）

サ ミ ダ レ マ

ガ キ ダ イ シ ヨ ウ

タ プ ラ イ ド

シ ケ タ キ ミ ノ

カ オ ヤ ク チ

ト ス ロ ウ ナ

コ イ ス チ ヨ ウ

クロスワードパズルの答え
「ダイナマイト」

【
手
話
ク
イ
ズ
回
答
】

①
ま
じ
め 

気
持
ち
が
ま
っ
す

ぐ
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。

②
優
し
い 

指
を
閉
じ
た
り
開

い
た
り
す
る
こ
と
で
、
フ
ワ

フ
ワ
と
優
し
い
感
じ
を
表
す
。

③
心 

心
は
腹
に
あ
る
と
い
う

考
え
か
ら
。
胸
の
あ
た
り
を

指
す
場
合
も
。

絵手紙教室




